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通期個別業績の前期実績との差異、 

法人税等調整額及び営業外収益（為替差益）の計上に関するお知らせ 
 

2022 年６月期（2021 年７月１日～2022 年６月 30 日）の通期個別業績につきまして、前期実績との差異が生じ

ましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

１． 前期（2021 年６月期（2020 年７月１日～2021 年６月 30 日））の個別業績と当期（2021 年６月期（2021 年７月

１日～2022 年６月 30 日））個別業績との差異 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 期 実 績 （ Ａ ） 

（ 2 0 2 1 年 ６ 月 期 ） 
1,028 107 131 190 32.28 

当 期 実 績 （ Ｂ ） 

（ 2 0 2 2 年 ６ 月 期 ） 
1,148 177 202 210 35.61 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 119 70 71 19 3.33 

増  減  率 （  ％  ） 11.7 65.7 54.6 10.4 － 

 

２．差異の理由 

先端研究開発支援事業における付加価値の高い高感度網羅解析サービス拡販を行った結果、受注が大

幅に増加し、それに伴い売上も増加いたしました。また引き続き一般管理費の削減にも取り組んだ結果、営業

利益が増加いたしました。 

当期純利益も上記理由により増加しておりますが、2021 年６月期は当社の子会社であった HMT バイオメ

ディカル株式会社を吸収合併したことによる特別利益の計上等があったため、増加額は縮小しております。 

 

３．個別決算及び連結決算における法人税等調整額の内容 

当社の今後の業績見通しを踏まえて、繰延税金資産の回収可能性を慎重に検討した結果、当社において

繰延税金資産の計上により法人税等調整額を△29 百万円（△は利益）計上いたしました。 

また、連結決算において法人税等調整額△７百万円（△は利益）を計上しております。 

以上の結果、連結決算における法人税等調整額は△36 百万円（△は利益）となりました。 

 

４．連結決算における営業外収益（為替差益）の内容 

2022 年６月期第４四半期連結会計期間において、外国為替相場の変動により、当社の外貨建資産及び在

外連結子会社の円建債権債務などにかかる為替差益 28 百万円を営業外収益に計上いたしました。 

以上の結果、第３四半期連結累計期間までに為替差益 18 百万円を計上しており、2022 年６月期において

為替差益 46 百万円を計上することとなりました。 

  



 

 

 

 

５．業績に与える影響 

上記の法人税等調整額及び営業外収益（為替差益）につきましては、本日公表の「2022 年６月期 決算短

信〔日本基準〕（連結）」をご参照ください。 

 

以上 


